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 例えば、東京の都市河川を眺めてみよう。普段は心細い限りの流れなのに、夏の雷雨時に

はみるみるうちに増水し、今にも溢れんばかりとなる。ときには、甚大な浸水被害をもたら

す。このようないつもは貧弱でありながら、ときに凶暴にもなり得る河川が、多くの人が生

活する密集市街地を流れていること自体、考えてみれば異常なことである。しかしながら、

多くの都市生活者は、この異常な状況を普段認識していないようである。  

キーワード：環境汚染リスク、水循環、流域管理、震災、リスクマネジメント 

１．はじめに 

 本稿では、「雨」に関する言葉やことわざを考察することによって、私たちの生活と雨との関わり

がひとつの文化様式を形成していることを確認する一方で、現代都市生活者の関わりの現実との乖離

を明らかにし、再び接近させるためには、何が必要かについて考察する。 

２．下水文化研究会とは 

 私たちは、言葉でものを「感じ」、「考え」、人と「コミュニケーション」を図り、言葉によって「喜

び」、「悲しみ」、そして「あこがれ」や「あきらめ」などを表現する。したがって言葉とは、ある種

の文化的存在である。 

 

２－１ 下水文化研究会の発足 

都市生活者の意識をもたらした理由については、さまざま考察できようが、本来私たちの生活にさ

まざまな恵みを与えてくれていたはずである「雨」との関わり方があまりに希薄になりすぎたのでは

ないだろうか
1)
。 

 

（１）下水道百年史の編集メンバー 

雨がもたらす効用や楽しみを忘れ、雨から感性を育まれることも

なく、そして、雨がもたらす危険やリスクを認知することもできな

くなってしまっていると言えないだろうか。 

 

（２）正式な発足 

 1992 年設立総会を開催し正式に発足した。下水文化研究会当時の主な活動内容は、次のとおり

である。 
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① 定例会と臨時会での下水文化に関する講演、それにともなう討論や情報交換を行った。

その内容は機関誌｢下水文化研究｣第 1 号から第 4 号に発表されている。  

６．おわりに 

 本稿では、ひとつのことわざ辞典を基にことわざを抽出したに過ぎず、それぞれのことわざにつ

いても大まかな意味から分類したに過ぎない。本稿で敢えて行なった分類を行なううえで、解釈の誤

りも少なくないかもしれない。もっと、国語学的、文学的に解釈を詰める必要があるかもしれないが、

これらは、筆者の能力を越えている。 
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Management of Rainfall Related Environmental Risks in Urban Area 
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Abstract: Rainfall brings urban residents both blessings, such as water resources, and inundation risk. 
Recently, it is recognized that wet weather flow discharges pollutant load and transfer chemicals and 
pathogen bacteria into aquatic ecosystem. Furthermore, these risks have similar background 
concerned with urban structure and life-style of urban residents. In this paper, the authors will 
summarize resembling and different points of these risks. In addition, risk management process and 
control options of rainfall related risks will be discussed. 

Key Words:  risk management, inundation risk, environmental pollution risk, wet weather flow 
management 
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